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議 会 の 動 向

　
自
民
・
新
政　
　
　
　
相
原　
學　

一　
国
際
交
流
に
つ
い
て

問　
青
少
年
が
早
い
時
期
に
海
外
へ
目

を
向
け
る
こ
と
は
、
将
来
の
進
路
に
大

き
な
影
響
を
与
え
る
。
本
市
で
は
、
米

国
パ
サ
デ
ナ
市
と
姉
妹
都
市
提
携
を
し

て
い
る
が
、
交
流
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
民
親
善
訪
問
を
は
じ
め
、
教
職

員
の
視
察
派
遣
、
少
年
野
球
チ
ー
ム
の

訪
問
親
善
試
合
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ス

カ
イ
プ
交
流
な
ど
お
互
い
の
文
化
や
生

活
習
慣
を
体
験
し
理
解
を
深
め
て
い
る
。

問　
ス
カ
イ
プ
交
流
は
便
利
で
あ
る
が
、

時
差
の
問
題
が
あ
る
。
実
施
状
況
と
そ

の
回
数
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
ス
カ
イ
プ
交
流
は
パ
サ
デ
ナ
市
へ

の
青
少
年
訪
問
団
事
業
の
訪
問
前
研
修

と
し
て
取
り
入
れ
て
お
り
、
生
徒
た
ち

が
気
軽
に
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

大
変
効
果
的
で
あ
る
。
時
差
の
関
係
上
、

夜
10
時
頃
か
ら
１
時
間
程
度
、
表
丹
沢

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で
の
宿
泊
研
修
と

し
て
年
１
、
２
回
実
施
し
て
い
る
。

問　
時
差
に
よ
る
生
徒
た
ち
の
負
担
を

考
え
、
新
た
に
時
差
の
少
な
い
都
市
の

　
自
民
・
新
政　
　
　
髙
橋　
照
雄

一　
災
害
時
に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て

問　
無
人
飛
行
機
の
一
種
で
あ
る
ド
ロ

ー
ン
の
活
用
は
、
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
際
に
上
空
か
ら
の
被
災
状
況
を
把

握
す
る
情
報
収
集
手
段
と
し
て
大
変
有

効
な
も
の
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
大
規
模
災
害
だ
け
で
な
く
、
通
常

の
災
害
に
お
い
て
も
大
変
有
効
な
情
報

収
集
手
段
と
考
え
る
。
す
で
に
導
入
を

し
て
い
る
先
進
都
市
の
状
況
な
ど
を
調

査
研
究
し
、
検
討
し
た
い
。

要
望　
災
害
対
応
を
目
的
に
ド
ロ
ー
ン

を
活
用
す
る
動
き
が
県
内
自
治
体
で
広

が
っ
て
い
る
。
災
害
時
に
備
え
た
民
間

団
体
と
の
協
定
締
結
と
同
時
に
過
酷
な

災
害
現
場
で
の
迅
速
な
情
報
収
集
活
動

　
民　
政　
会　
　
　
大
野　
祐
司

一　
定
住
化
促
進
政
策
に
つ
い
て

問　
全
て
の
入
居
が
決
定
し
た
定
住
化

を
ど
の
よ
う
に
総
括
し
、
今
後
の
指
針

と
し
て
活
用
し
て
い
く
の
か
。
ま
た
、

定
住
化
促
進
に
向
け
て
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
「
ミ
ラ
イ
エ
秦
野
」
は
、
市
外
26

世
帯
、
市
内
31
世
帯
の
入
居
が
決
定
し
、

世
帯
構
成
は
35
歳
以
下
の
若
年
夫
婦
が

19
世
帯
、
子
育
て
世
帯
が
38
世
帯
と
な

っ
て
い
る
。
入
居
者
が
退
去
さ
れ
る
折

に
は
秦
野
市
に
引
き
続
き
定
住
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
た
い
。
ま
た
、

促
進
政
策
と
し
て
の
「
ミ
ラ
イ
エ
秦
野
」 

　
民　
政　
会　
　
　
和
田　
厚
行

一　
教
職
員
の
多
忙
化
対
策
の
推
進
に

向
け
て

問　
国
の
実
態
調
査
に
お
い
て
、
過
労

死
ラ
イ
ン
を
越
え
て
い
る
教
職
員
が
小

学
校
で
３
割
、
中
学
校
で
６
割
と
い
う

調
査
結
果
が
出
た
が
、
本
市
に
お
い
て

も
勤
務
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
今
後
こ
の
多
忙
化
に
ど
う
対
応

し
て
い
く
の
か
。
そ
の
一
環
と
し
て
中

学
校
の
部
活
動
に
つ
い
て
、
検
討
組
織

を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

答　
平
成
28
年
12
月
に
市
内
小
・
中
学

校
教
職
員
を
対
象
に
勤
務
実
態
調
査
を

実
施
し
た
。
国
の
調
査
結
果
も
踏
ま
え

な
が
ら
引
き
続
き
学
校
現
場
と
一
体
と

な
っ
て
業
務
改
善
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
。
ま
た
、
国
が
、
部
活
動
指
導

員
制
度
を
見
直
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後

の
動
向
を
注
視
し
具
体
的
な
対
応
を
進

め
て
い
く
。

二　
よ
り
よ
い
教
育
環
境
に
つ
い
て　

問　
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
を
４
年
間

で
快
適
化
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
温
水

洗
浄
便
座
を
設
置
す
る
考
え
は
あ
る
の

　
日
本
共
産
党　
　
　
佐
藤　
文
昭　

一　
福
祉
施
策
に
つ
い
て

問　
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
の
待
機

児
童
数
は
49
人
、
保
留
児
童
数
は
91
人

で
あ
る
。
と
く
に
ゼ
ロ
歳
児
か
ら
２
歳

児
の
待
機
児
童
が
多
い
が
、
待
機
児
童

解
消
へ
の
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
30
年
に
４
園
の
民
間
保
育
所
が
開

園
予
定
で
あ
り
、
定
員
が
２
７
８
人
増

加
す
る
た
め
、
こ
れ
に
よ
り
待
機
児
童

を
解
消
で
き
る
と
考
え
る
。

学
校
と
ス
カ
イ
プ
交
流
は
で
き
な
い
か
。

答　
本
市
の
教
育
方
針
も
あ
る
の
で
、

教
育
委
員
会
と
相
談
し
て
い
き
た
い
。

二　
ヤ
マ
ビ
ル
対
策
に
つ
い
て

問　
ヤ
マ
ビ
ル
の
生
息
域
が
里
山
へ
拡

大
し
て
い
る
傾
向
に
あ
る
が
、
本
市
の

ヤ
マ
ビ
ル
撲
滅
対
策
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
で
は
平
成
24
年
度
か
ら
ヤ
マ

ビ
ル
被
害
防
止
対
策
事
業
と
し
て
、
草

刈
り
な
ど
の
環
境
整
備
や
殺
ヒ
ル
剤
の

局
所
散
布
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付

す
る
な
ど
、
ヤ
マ
ビ
ル
生
息
域
や
生
息

密
度
の
抑
制
に
努
め
て
い
る
。

が
可
能
と
な
る
よ
う
、
市
独
自
の
導
入

も
お
願
い
し
た
い
。

二　
生
涯
に
わ
た
る
健
康
的
な
食
生
活

に
つ
い
て

問　
第
２
次
は
だ
の
生
涯
元
気
プ
ラ
ン

に
あ
る
食
の
伝
統
技
術
や
文
化
の
継
承

に
つ
い
て
は
、
秦
野
ら
し
さ
が
見
え
る

部
分
で
あ
り
、
地
域
に
お
け
る
郷
土
料

理
、
和
食
な
ど
の
食
文
化
を
次
の
世
代

の
子
ど
も
た
ち
に
継
承
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
具
体
的

な
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
地
域
に
伝
わ
る
料
理
を
学
ぶ
ふ
る

さ
と
料
理
教
室
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て

約
70
教
室
を
開
催
し
、
平
成
20
年
度
か

ら
は
食
生
活
改
善
推
進
団
体
の
主
催
に

よ
る
市
内
小
・
中
学
生
を
対
象
に
伝
統

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、
総

合
計
画
後
期
基
本
計
画
で
掲
げ
る
「
住

み
続
け
た
い
・
住
ん
で
み
た
い
魅
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
位
置

付
け
て
い
る
。

二　
高
学
年
児
童
に
対
す
る
学
習
等
の

場
の
提
供
に
つ
い
て

問　
高
学
年
児
童
が
自
主
的
に
学
習
な

ど
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
の
提
供
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

答　
小
学
５
、６
年
生
に
つ
い
て
は
、

体
力
や
精
神
的
な
成
長
が
大
き
い
た
め
、

放
課
後
児
童
ホ
ー
ム
よ
り
も
、
自
主
的

に
学
習
な
ど
が
で
き
る
場
を
提
供
し
て

い
き
た
い
。
現
時
点
で
は
、
児
童
館
や

か
。
ま
た
、
来
賓
な
ど
も
利
用
す
る
教

職
員
用
ト
イ
レ
に
お
い
て
、
温
水
洗
浄

便
座
を
設
置
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答　
家
庭
な
ど
に
お
い
て
、
ト
イ
レ
の

洋
式
化
が
進
む
中
で
、
平
成
29
年
度
か

ら
の
４
年
間
で
実
施
す
る
小
・
中
学
校

ト
イ
レ
快
適
化
第
二
次
整
備
事
業
で
洋

式
化
・
快
適
化
１
０
０
％
を
目
指
す
こ

と
と
し
た
。
こ
の
事
業
の
一
部
で
温
水

洗
浄
便
座
の
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

教
職
員
用
は
先
行
し
て
設
置
を
進
め
て

い
る
が
、
未
設
置
校
は
快
適
化
に
合
わ

せ
設
置
し
て
い
く
。

二　
教
育
施
策
に
つ
い
て

問　
宮
城
県
仙
台
市
と
茨
城
県
取
手
市

の
中
学
３
年
生
が
自
殺
し
た
事
件
は
、

い
じ
め
が
原
因
で
あ
る
と
教
育
委
員
会

が
見
直
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
件
を
踏

ま
え
た
本
市
に
お
け
る
い
じ
め
防
止
基

本
方
針
の
見
直
し
と
い
じ
め
問
題
対
策

調
査
委
員
会
の
活
動
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
平
成
29
年
３
月
に
国
の
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
が
改
定
さ
れ
、
県
が
基
本

方
針
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。
本
市

も
29
年
度
中
に
改
定
を
行
う
。
ま
た
、

い
じ
め
問
題
対
策
調
査
委
員
会
は
、
い

じ
め
防
止
対
策
推
進
法
に
基
づ
き
27
年

６
月
に
設
置
し
た
。
同
調
査
委
員
会
は

専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
で
構
成
さ
れ
、

重
大
事
態
へ
の
対
処
、
未
然
防
止
の
た

め
の
指
導
助
言
の
活
動
を
し
て
い
る
。

三　
環
境
都
市
施
策
に
つ
い
て

問　
本
市
の
農
業
を
守
る
た
め
に
は
後

継
者
や
担
い
手
が
必
要
で
あ
る
。
新
規

就
農
を
支
援
す
る
青
年
就
農
給
付
金
制

度
を
市
独
自
で
３
年
間
延
長
す
る
こ
と

へ
の
検
討
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
青
年
就
農
給
付
金
に
頼
ら
な
い
経

営
基
盤
の
確
立
を
期
待
し
て
い
る
た
め
、

市
独
自
の
財
政
的
支
援
は
難
し
い
。　

は
だ
の
こ
ど
も
館
、
曲
松
児
童
セ
ン
タ

ー
、
末
広
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
各
公

民
館
な
ど
を
用
意
し
て
い
る
。
ま
た
、

中
高
生
が
対
象
で
は
あ
る
が
、
は
だ
の

こ
ど
も
館
に
お
い
て
試
行
的
に
チ
ュ
ー

タ
ー
を
配
置
し
て
の
学
習
指
導
や
相
談

事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
た
め
状

況
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

的
な
郷
土
料
理
に
加
え
、
秦
野
の
特
産

品
を
使
っ
た
創
意
あ
ふ
れ
る
オ
リ
ジ
ナ

ル
レ
シ
ピ
を
募
集
し
た
ア
イ
デ
ア
料
理

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

⃝５月
 16 日（火） •代表者会議
  •議員連絡会
  •議会運営委員会
⃝６月
 １ 日（木） •代表者会議
  •議案送付
 ２ 日（金） •代表者会議
 ６ 日（火） •議会運営委員会
 ８ 日（木） •市議会第２回定例会開会 【傍聴者数 ７ 人】
 12 日（月） •本会議（議案審議） 【傍聴者数 ４ 人】
  •予算特別委員会（初委員会）
  •代表者会議
 14 日（水） •議会運営委員会
  •総務常任委員会 【傍聴者数25人】
 15 日（木） •文教福祉常任委員会 【傍聴者数 ５ 人】
  •予算特別委員会（文教福祉分科会）
 16 日（金） •環境都市常任委員会 【傍聴者数 １ 人】
  •予算特別委員会（環境都市分科会）
 20 日（火） •本会議（一般質問） 【傍聴者数10人】
 21 日（水） •本会議（一般質問） 【傍聴者数34人】
 22 日（木） •本会議（一般質問） 【傍聴者数23人】
  •代表者会議
 23 日（金） •追加議案送付
 28 日（水） •議会運営委員会
  •予算特別委員会 【傍聴者数 ９ 人】
  •市議会第２回定例会閉会 【傍聴者数11人】
  •議会運営委員会
  •議会報編集委員会
 29 日（木） •秦野市伊勢原市環境衛生組合議会
  　第２回定例会 　【傍聴者数 １人】
⃝７月
 14 日（金） •代表者会議
  •議員連絡会
  •議会運営委員会
⃝８月
 ４ 日（金） •議会運営委員会
  •議会報編集委員会

青
少
年
の
異
文
化
交
流
の
促
進
を

定
住
化
促
進
政
策
の
推
進
を
望
む

教
職
員
の
多
忙
化
の
解
消
を

子
育
て
世
代
の
切
実
な
要
求
で
あ
る

待
機
児
童
解
消
を
早
期
に
実
現
せ
よ

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た

災
害
対
策
の
充
実
に
努
め
よ 早い時期から海外への視点を

（写真はパサデナ市とのスカイプ交流の様子）

被災情報把握のためドローン活用を

待機児童を早期に解消せよ
（写真はひろはたこども園）

多忙な教職員の業務改善を（写真は市内中学校）

満室となった「ミライエ秦野」

会派の表記について …「自民党・新政クラブ」は、略称として「自民・新政」と表記しています。


